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 東日本ユニオンは「基準内賃金の 

３．７ヶ月分支給」を柱に年末手当 

の取組みを展開しています。 

組織や要求額は違っていますが、 

働くＪＲ労働者の利益のためにたた 

かう労働組合に東日本ユニオン新潟地本として連帯の

エールを送りました！ 

 

満満額額回回答答獲獲得得にに向向けけてて共共にに頑頑張張りりままししょょうう！！  
 

コロナ以前は年間６．０ヶ月以上で先行き不透明と言ってど

れだけ利益を上げても頭打ちだった。赤字になったら下げる

だけでいつ出すのかと思う。基本給が安いのだからボーナス

で出してもらわないと困る。 

住宅ローンが厳しい。せめて

３．０ヶ月は出してほしい。

もらえるだけもらえれば良

いが。会社は何かと理由をつ

けて出し渋るのではないか。

社員がこれだけ苦労しても

報いてくれないだろう。 
仕事はきつくなるのに賃

金・手当に反映されない。

このままでは若い人は辞

めてしまう。以前転職され

た方は仕事はきつくなっ

たが給料は上がったと言

っていた。物価高もあり価

格が２倍になっている。 

（グループ会社社員） 

要求額は多いと思ったがそれ位出しても良いと思う。社員の

やる気を出させるにはお金が一番分かりやすい！ 

東日本ユニオン寄せられるＪＲ労働者の声 
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